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渋谷区立原宿外苑中学校   令和８年 1月号（1月８日発行） 

学 校 だ よ り 

https://shibuya.schoolweb.ne.jp/haragaij 
 

「つながりから突破へ。原宿外苑」 
"Break Through to the Future." 

 

校長  中野 有一郎 

令和８年を迎え、新年のご挨拶を申し上げます。 

保護者、地域の皆様におかれましては新年を心新たに迎えられましたことをお慶び申し上げます。 

午年は「躍動」と「前進」を象徴する年とされています。古来より馬は、力強さとスピード、そして自由を表す

存在です。「午（うま）」には、勢いよく駆け抜けるイメージがあり、これまで培ってきた力を発揮し、大きな飛躍

を遂げる年になるといわれています。 

 また、馬は人と人をつなぎ、遠くまで運ぶ存在であることから、「つながり」と「広がり」を象徴する干支でも

あります。新しい挑戦に向かって、しなやかに、そして力強く走り抜ける一年にしたいものです。 

今年一年が、皆様にとって躍動感に満ち、希望へと駆け抜ける年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。 

 

さて、新年を迎えるにあたり、原宿外苑中学校は新たなスローガンを掲げたいと思います。 

「つながりから突破へ。原宿外苑」――そして英語版 "Break Through to the Future."。この言葉には、

私たちが大切にしてきた学びの本質と、これからの原宿外苑の進むべき方向性を凝縮しました。 

まず「つながり」です。仲間と支え合う関係、教職員と生徒の信頼、保護者・地域との協働、そして本校の特

色として、多数の企業との連携があります。学びは教室の中だけで完結しません。探究活動や ICT の活用、

言語・文化の交流、地域の方々とのプロジェクトなど、あらゆる出会いと対話が視野を広げ、可能性を育てま

す。多様な価値観が交差する場で互いを尊重し、つながることが、未来を切り拓く力の土台になります。 

 

次に「突破」です。新しい課題に向き合い、試行錯誤を重ね、やり切る。失敗を恐れず、学びに変えて前進

する。原宿外苑が育みたいのは、目の前の壁を越えていく実行力と挑戦し続ける姿勢です。計画し、行動し、

振り返り、改善する――その積み重ねが「突破力」となり、子どもたちの自信へとつながります。 

そして「世界を見据える」視点。私たちは世界水準の学びを目指します。英語によるコミュニケーション、国

際的テーマの探究、リアルな社会課題への取り組みを通じて、境界を越えて考え、協働し、未来社会に貢献

できる力を養います。英語版スローガン "Break Through to the Future." は、原宿外苑の学びが世界

へ開かれていることを示すメッセージでもあります。 

「つながり」から生まれる勇気が「挑戦」を促し、「突破」へと導く。 

この循環こそ、原宿外苑の教育が目指す姿です。教室での小さな一歩も、部活動や学校行事での挑戦も、

地域・世界との協働も、すべてが未来につながっています。生徒一人ひとりが自分の可能性を信じ、仲間と支

え合い、目標に向かって行動する――その過程を、私たちは全力で支えます。 

さらに、今年度は「つながり」を体現する新しい取り組みを進めます。地域企業や大学との連携による探究

学習、オンラインでの国際交流、ICT を活用した協働プロジェクトなど、学びの場を広げる挑戦を計画してい

ます。こうした経験は、生徒にとって「世界とつながる」実感をもたらし、未来を切り拓く力を育てます。 

保護者・地域の皆さまへ。新たなスローガンのもと、原宿外苑は「つながり」を広げ、「突破」へ向かう教育
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をさらに推進します。どうかこれまで以上のご理解とご協力をお願い申し上げます。皆さまとともに、子どもた

ちの学びの未来を築いてまいります。 

 

今年も、原宿外苑から――つながりから突破へ。 
Break Through to the Future. 

 

 

１・２月行事予定 


